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秋の火災予防
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令和7年度東京消防庁火災予防標語
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災ネ住宅火災か急増します!

令和7年中(8月25日現在)、東京消防庁管内では1,235件の住宅火災が発生しています。冬は、空気が乾燥したり、
暖房器具を使用する機会が増えたりすることで、火災発生のりスクが高まります住宅の中の火災が発生しやすい
場所を知り、火災を防ぎましょう

住宅火災の主な出火原因と火災予防対策

■使っていないプラグは抜いておく
■プラグ、コンセントは定期的に掃除する
■家具などの下敷き、折れ曲がり1ごする
■電源タップは決められた容内で使用する
皿束ねて使用しない
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11月9日から同月15日までの一週問、秋の火災予防運動を実施します。

この運動は、都民の皆さまに防火防災意識や防災行動力を高めていただくこと

により、火災の発生を防ぎ、万が一発生した場合にも被害を最小限にとどめ、

火災から尊い命と貴重な財産を守ることを目的として行います。
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11月9日~
11月15日

.ξ注牙,

■たぱこは絶対にしない

■飲酒一喫煙→うたたにj する
■吸い殻を灰皿にためない

■吸い殻は水で完全に消してから捨てる

皿火種を落とさないよう安全な場所で喫煙する
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作者岩崎公瑠美さんし

■調理中に離れない

■周囲に燃えやすいものをかない

■防炎品のエプロンやアームカパーを使用する
冊火が鍋底からはみ出さないように調節する
■安全機能(siセンサー)付こんろを使用する

いわさきくるみ
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^(裏面もごらんください)
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■周囲に燃えやすいものをかない

■外出時や就寝時は必ず消す
■給油は必ず消してから行う
■ストーブの近くで洗濯物を乾かさない
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持っTいます,》.?マイ消火器

消火器等の種類消火器等の効果

万がー、火災が発生しても

消火器具を使用した場合は、

約7割が被害軽減につながっ
ています。

約7割

737%

被害軽滅

濠「令和6年版火災の実鯏より
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ご'自宅に消火器を備えましょう!ー

危険と感じた場合

は、ただちに安全

な場所に避難し、

消防隊の到着を待
ちましょう1

0消火器

消火能力・使用範囲がれています。

日住宅用消火器

かつコンパクトで女性や高齢者も使いやす
いです。
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●普通火災のほか、てんぷら油火災、ストーブ火
災などの比較的初期段階の火災に有効です。

●小さく軽かつへアスプレーなどの製品と同
等な構造なので使いやすいです。

来表示されている適応火災以外に使用すると火災が拡大する
おそれがあるので 必要です。
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10年T交換!宅用火災警報器

住宅用火災警報器(住警器)は、煙や熱を感知し、音などで火災の発生を知らせてくれますが、古くなると電子部品
の劣化や電池切れなどにより火災を感知しなくなるおそれがあります。 1ら10年を目安に本体の交換をしましょう。

鳴ぢな'、住器 i増えτ声τι"ます.
ご自宅の住答器は正常に作動しますか?「いざ」というときにきちんと作動

するように、少なくとも半年に一回は作動確認を行いましょう。
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消火器の
使い方
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安全ピンを引き
抜く
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詳しくは東京消防庁ホームベージヘ

ホースの先を持
ち火元に向ける

東京消防 検索

回Y '回 東京消防庁ホームページや
しよ

東京消防庁公式アプリへは

こちらからアクセスできます。回r

^

正常を知らせる音声や警報音が流

れます。
抑

◇

レバーを謹く握る

^

電池がきちんとセットされていま

すか?音声が鳴らない場合は機器

本体の故障が考えられます。機器

本体の交換を検討しましょう

故障わ.な?と思?,二今

本体からピッ、ピッ、と音が鳴った
り、ランプが点滅したりするのは、

故障や電池切れを知らせるサイン

です。取扱い説明等をよく読み、

本体を交換しましょう。
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問合せ先

豊島消防署 03-3985・0119

巣鴨出張所 03-3949-0119

目白出張所 03・3989-0119
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